
文責は各会派にあります。
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令
和
８
年
度
初
と
な
る
６
月
議
会

で
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
含
む
28
議
案
が
審
議
さ
れ
会

派
「
輝
」
は
全
議
案
に
賛
成
し
ま
し

た
。
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
犬
川

溢
水
に
よ
る
浸
水
被
害
に
関
連
し
た

修
繕
料
や
損
害
回
復
の
費
用
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
今
後
原
因
や
過
失
割
合

に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
会
派
と
し
て
審
査
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
一
括
方
式
、

一
問
一
答
方
式
の
選
択
制
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
一
問
一
答
方
式
で
登
壇
順

に
平
木
が
「
森
林
整
備
」
他
、
大
伴

が
「
文
化
ゾ
ー
ン
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
・
大
規
模
団

地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
他
、

冨
田
が
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
実
践
補
助
金
に
つ
い
て
」
他
に
つ

い
て
市
政
の
現
状
を
問
い
、
課
題
を

提
起
す
る
と
と
も
に
、
改
善
策
を
提

案
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
の
議
会
だ
よ
り
や
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

６
月
議
会
で
は
、
本
市
農
業
委
員

会
の
委
員
14
名
の
任
命
や
新
庁
舎
の

浸
水
被
害
の
修
繕
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
議

案
を
賛
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

任
命
さ
れ
た
農
業
委
員
さ
ん
に
は
、

本
市
農
地
利
用
の
最
適
化
や
、
農
地

転
用
等
意
見
具
申
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

天
神
通
り
道
路
整
備
に
関
し
て
質

し
、
電
線
地
中
化
や
歩
道
の
工
事
を

進
め
、
雨
庭
や
ベ
ン
チ
等
設
置
を
検

討
し
進
め
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

桜
・
梅
等
を
加
害
す
る
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て
質
し
、
本

市
で
被
害
は
な
い
が
継
続
し
て
情
報

収
集
を
行
う
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
シ
ャ
Ｐ
ａ
ｙ
に
関
し
て
質
し
、

前
回
よ
り
発
行
額
が
約
３
億
円
増
加
、

登
録
者
数
１
万
１
千
人
で
過
去
最
多
、

ま
た
秋
の
同
事
業
は
商
工
会
と
検
討

し
て
地
域
経
済
活
性
化
に
取
り
組
む

と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。　
　
　
　

　

今
後
も
市
民
の
安
全
安
心
と
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

三
木
常
照
・
八
木
優
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
路
貴
司

　　

令
和
８
年
６
月
議
会
で
の
一
般
質

問
で
は
、
木
曽　

拓
朗
か
ら
「
「
フ

レ
イ
ル
予
防
」
を
通
じ
た
高
齢
者
支

援
、
な
ら
び
に
若
者
支
援
」
、
「
「

遺
贈
寄
附
」
の
周
知
と
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
」
、
「
少
子
化
対
策
」
に

つ
い
て
質
問
し
、
長
岡
京
市
が
実
施

し
て
い
る
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
に
関
す
る
事
業
の
実
績
、
効

果
、
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。　
　

　

一
方
、
柊　

彰
か
ら
は
「
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
」
、

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
市
民

参
加
の
機
会
拡
大
」
、
「
外
国
人
住

民
と
の
共
生
社
会
の
推
進
」
に
つ
い

て
質
問
し
、
本
年
10
月
施
行
の
カ
ス

ハ
ラ
防
止
対
策
の
推
進
や
人
口
減
少

社
会
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
外
国
人
住
民
と
の
多
文
化
共
生
を

進
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。　
　

　

一
方
、
３
月
以
降
、
３
件
の
道
路

補
修
に
関
す
る
指
摘
を
建
設
交
通
部

に
即
日
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
市
民
の
み
な
さ
ま

の
「
声
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

柊　

彰
・
木
曽　

拓
朗

（
か
が
や
き
）

輝

日
本
維
新
の
会

令
和
自
民
党
ク
ラ
ブ

会
派

意
見
の



会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは６月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。
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今
回
の
６
月
議
会
で
は
、
総
額
で

約
１
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
満
３
歳
未
満
ま
で
の
小
規

模
保
育
事
業
で
し
た
が
、
満
３
歳
以

上
限
定
の
小
規
模
保
育
事
業
も
行
え

る
よ
う
条
例
を
改
正
し
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
保
健

師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
を
一
人
に

限
り
保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
規
定
に
、
別
途
、
理
学
療
法
士
等

の
専
門
職
員
を
一
人
に
限
り
保
育
士

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
加

え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

引
き
続
き
本
市
の
特
色
を
鑑
み
て
、

よ
り
良
い
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い

け
る
の
か
も
含
め
て
注
視
し
て
ま
い

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
し
て
、
０
、
１
、
２
歳
児
の
保

留
児
童
の
課
題
等
を
、
議
会
全
体
で

知
恵
を
出
し
合
い
、
行
政
の
皆
様
と

と
も
に
解
消
に
向
け
、
私
た
ち
会
派

と
し
て
も
そ
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

小
谷
宗
太
郎
・
川
口
良
江

　
市
民
の
願
い
実
現
へ
ね
ば
り
強
く
　

　

高
校
生
の
医
療
費
助
成
を
通
院
に

も
広
げ
る
（
来
年
４
月
か
ら
）
こ
と

や
、
発
達
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の

初
診
待
機
の
短
縮
、
学
校
へ
の
冷
水

機
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
設
置
（

来
年
度
）
、
学
校
ト
イ
レ
へ
の
返
却

不
要
の
生
理
用
品
配
置
、
郵
便
投
票

の
自
己
負
担
解
消
、
は
ん
き
ゅ
う
グ

ラ
ン
ド
パ
ス
値
上
げ
に
伴
う
補
助
拡

充
な
ど
、
求
め
て
き
た
施
策
が
前
進

す
る
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ

ン
攻
撃
は
、
国
際
法
違
反
の
暴
挙
で

す
。
高
市
首
相
は
ア
メ
リ
カ
を
批
判

し
な
い
も
と
で
、
市
長
が
「
武
力
行

使
は
い
か
な
る
国
に
対
し
て
も
断
じ

て
許
さ
れ
な
い
。
外
交
努
力
を
」
と

答
弁
し
た
こ
と
は
重
要
で
す
。　
　

　

戦
争
の
影
響
で
物
価
高
や
物
資
不

足
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
生
活
支
援

・
事
業
者
支
援
を
市
長
へ
求
め
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
予
算
化
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
政
府
に
対
し
て
も
多

岐
に
わ
た
り
対
策
を
求
め
る
意
見
書

を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
市
民
の
声
を
届
け
ま
す
。

　
危
機
管
理
強
化
の
再
確
認
と
　
　
　

　
　
市
民
の
憩
い
ス
ペ
ー
ス
構
築
を

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
一
般
会

計
補
正
予
算
案
を
含
む
計
28
議
案
に

対
し
熟
読
精
査
し
た
結
果
、
賛
成
致

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
般
質
問
で
は
「
犬
川
に
お
け
る

浸
水
被
害
に
つ
い
て
」
被
害
を
受
け

ら
れ
た
事
業
所
へ
の
早
急
な
生
活
再

建
の
実
施
と
、
氾
濫
の
原
因
・
浸
水

被
害
の
修
繕
費
用
、
歩
道
整
備
工
事

の
完
成
時
期
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

「
学
校
図
書
館
の
整
備
等
及
び
新
聞

配
備
、
図
書
館
や
公
共
施
設
等
で
の

ス
ペ
ー
ス
作
り
と
有
効
活
用
、
フ
リ

ー
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
設
備
」
の
今
後
の
取

組
み
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
と
し
て
「
す
べ
て
の
ケ
ア

ラ
ー
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援
と
法

的
枠
組
み
の
整
備
を
求
め
る
」
と
「

ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
の
利
用
拡
大
を
求
め

る
」
の
２
案
を
提
出
さ
せ
て
頂
き
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

公
明
党
と
し
て
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。　

　　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
『
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
に
関
し
て
』

成
果
や
今
後
の
周
知
・
啓
発
に
つ
い

て
、
『
公
園
の
活
用
方
法
に
関
し
て
』

新
た
な
取
り
組
み
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
に

つ
い
て
、
『
発
達
障
が
い
児
へ
の
支

援
体
制
の
充
実
に
関
し
て
』
向
日
が

丘
発
達
支
援
室
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
』

児
童
数
の
増
加
対
策
に
つ
い
て
等
の

質
問
を
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
回
収
に
つ

い
て
は
、
身
近
な
場
所
で
排
出
で
き

る
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え
た
と
の

こ
と
、
公
園
活
用
の
一
つ
と
し
て
、

「
ド
ッ
グ
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
」
を
秋
頃

に
長
岡
公
園
で
開
催
予
定
で
あ
る
こ

と
、
発
達
障
が
い
児
へ
の
支
援
は
京

都
府
と
連
携
し
、
個
々
の
児
童
に
応

じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
と
り

わ
け
長
岡
第
九
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
今
後
、
隣
の
「
き
り
し

ま
苑
」
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
の
答

弁
が
あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
期

待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

上
村
真
造
・
田
村
直
義
・
毛
利　

元

令
和
西
山
ク
ラ
ブ

長
岡
京
未
来
の
会


